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YCU 長期留学プログラム 派遣学生報告書 

氏名 K.I 学部・学科 国際総合科学部・国際総合科学科 

学年 ４年 派遣国 カナダ 

派遣大学 モントリオール大学 

期間 2021 年 8 月 13 日～ 2022 年 1 月 24 日 

 

【生活編】 

１．滞在先 

滞在形態 学内の学生寮 ／ 学外の学生寮 ／ アパート ／ その他（         ） 

部屋 個室 ／ 2 人部屋 ／ ３人部屋 ／ その他（         ） 

設備 

*共同＝◎ 部屋にあるもの＝○ 

トイレ ◎ シャワー ◎ 洗面所 ◎ 

キッチン ◎ 冷暖房 ◎ 冷蔵庫  

滞在費 約（  750  ）カナダドル *1 ヶ月あたりの寮費や家賃 

移動 （         ）で、約（   ）分  *大学までの所要時間と移動方法 

転居した場合は、上記表をコピーして滞在先２の内容を追加してください。 

２．日常生活 

（１）1 ヶ月の生活費 

項 目 金 額 内 訳 

食費 350 カナダドル 自炊、外食 

学用品購入費 50 カナダドル 教科書 

交通費 86.5 カナダドル OPUS Card Monthly pass 

その他 50 カナダドル 交際費、携帯料金 

合計 536.5 カナダドル  *概算で記録してください。 

（２）治安状況・危険地域など 

治安は比較的良いですが、メトロ内や道にホームレスが多くいます。 

そこまで危険な地域は聞きませんでした 
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３．医療について 

（１）海外旅行損害保険について 

保険の名称 学研災付帯海学 ／ その他（             ） 

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

現地の国／大学指定の保険に加入した場合は、下記も記入してください。 

保険の名称  

加入期間 （   ）ヶ月間 保険料 （         ）円 

 

４．滞在都市についての情報  

滞在都市／町（ モントリオール市   ） 

留学前からモントリオールはフランス語と英語の地域であることを知っていましたが、行

ってみるとメニューや看板などがフランス語と英語の両方で表記されていることに驚きま

した。また、モントリオールの中でも地域によって English speaker が多いところやアジア

人が多いところがあるそうです。物価については、スーパーの食材は日本よりも高いものも

安いものもありますが全体的には日本と比べて物価が高い印象です。外食は非常に高くマ

ックの値段を見て驚きました。友人によるとコロナ禍で値上げしたレストランも多いよう

です。割高ですがアジアンスーパーが多くあるので自炊には困らないと思います。公共交通

機関はバスとメトロがあり、Monthly pass を買うとどちらも乗り放題だったので便利でし

た。治安については比較的良いと感じました。日本と比べるともちろん悪いですが、何かト

ラブルになることはありませんでした。しかしメトロ内や道にホームレスがたくさんいて

話しかけられるということはよくありました。冬は非常に寒く－30 度のときもありました

が、建物内が暖かいのでそこまで苦労はしなかったです。一方で夏は暑いですが湿度が低い

ので過ごしやすく感じました。コロナ対策はしっかりしていて、レストランやバーに行くと

きはワクチンパスポートとパスポートを併せて提示する必要がありました。モントリオー

ルはケベックシティ、オタワ、トロント、ニューヨークと近いので観光するにも便利な街だ

と思います。 
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【学業編】 

１．大学情報 

大学  所在地  

最寄空港  空港からの距離  

空港⇔大学 （                            ） *移動手段 

学生数  留学生数  

学部 
 

*留学先大学の保有する学部をすべて記載してください。 

学部/専攻 
 

*留学中に所属した学部/専攻を記載してください。 

 

２．週間スケジュール 

① (  8   )月～(  1  )月 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

   Sociologie de 

l'art  

(8：30～11：30) 

 

午後 

Phonetics and 

oral  

(19：00～22：

00) 

Histoires 

mondiales de 

l'art 1  

(13：00～16：

00) 

Phonetics and 

oral 

 (19：00～22：

00) 

Introduction à 

l'art moderne  

(16：00～19：

00) 
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３．履修内容 

科目（和訳） Sociologie de l'art (芸術社会学) 

履修期間  単位数 3 

授業内容／形態  

 

科目（和訳） Histoires mondiales de l'art 1 (美術史１) 

履修期間  単位数 3 

授業内容／形態  

 

科目（和訳） Introduction à l'art modern (現代美術入門) 

履修期間  単位数  

授業内容／形態  

 

科目（和訳） Phonetics and oral (仏語の音声学とスピーキング) 

履修期間  単位数 3 

授業内容／形態  
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【総括】 

（１）全体的な感想     *留学生活全体を通しての気づきや学びをまとめてください。（800 字以上） 

モントリオール大学に派遣されるのは私が初めてであったため、最初は戸惑うことばかり

でした。モントリオール大学の交換留学生担当にメールして相談しても、色々なところをた

らい回しにさせられたり、履修登録でさえ間に合うか心配でした。いくつか問題点はあった

ものの履修登録は完了させることができました。キャンパスの案内や初回授業の案内も何

もなかったので、友達に全て教えてもらい本当に助かりました。交換留学担当や交換留学生

に対する対応は不満が大きかったですが、授業や学生のレベルは高いと感じました。積極的

に発言・質問する人が多かったのが印象的で、色々な国籍の人がいて国際色豊かな大学でし

た。授業は全て対面で行われ、コロナウイルスを考慮してディスカッションするという授業

スタイルよりも、パワーポイントでの授業スタイルの方が多かったです。それでも授業の質

が高く有意義な時間を過ごすことができました。専門用語が多く話すフランス語も非常に

速いため、最初の方は全く理解ができず苦しみましたが、それを先生に相談したところ「発

言しなくても理解することだけに集中してれば大丈夫」と言ってもらい、そこから気持ちを

楽にして受講できるようになりました。試験も日本の大学とは違い、エッセー式の試験が多

かったです。課題も非常に多く、それをこなすのに必死でした。キャンパスは非常に広く、

数も多いため移動で数十分かかることもありました。山の上と下にキャンパスがあり、徒歩

で登ると大変ですが、駅から山の上のキャンパスまでエスカレーターで直通しているため

便利でした。キャンパス内は非常に綺麗で快適でした。大学には 7 階建ての大きな図書館

があり、通常 23 時までやっているため自習をするのに最適な場所でした。予約制ですが個

室もあり、たまにそこで友達にフランス語を教えてもらっていました。全体的に非常にレベ

ルが高く、フランス語で学部授業を受けたいという学生にとっては満足できる大学だと思

います。 

 

（２）今後の展望  *この経験を今後どのように活かしていきたいかをまとめてください。（400 字以上） 

私は将来トリリンガルになりたい、グローバルに活躍したいという目標があり、この交換留

学プログラムに参加しました。今後も英語とフランス語の勉強を継続していくことはもち

ろん、グローバルに活躍したいという抽象的な夢を具体化していければと思います。今回の

留学で一番の収穫は語学力ではなく、「グローバルな視点」と「多様な価値観への理解」だ

と考えています。この 2 点は今後社会人として働く上で、グローバル化が進む現代社会を

生きる上で非常に重要だと考えます。これらを生かして残りの学生生活、将来の人生を歩ん

でいきたいと思います。また、モントリオール大学では「芸術」を学んだので、それを自分

の卒業論文に結び付けたいと思います。私は初の留学生ということで手続きなどでも非常

に苦労しました。今後モントリオール大学に行く学生がいれば、ぜひサポートもしたいと思

います。 
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（３）後輩へのアドバイス *留学を希望する学生にむけてのアドバイスをお願いします。（400 字以上） 

留学前の手続きの段階では、手続きをできるだけ早く終わらせ、毎日メールをチェックし、

レスポンスを早くした方がよいと思います。すぐ返信すれば、またそれにすぐ返信してもら

えるということがよくありました。また、住居探しは慎重にした方が良いということです。

今回契約したシェアハウスは家賃が高く、ケベック州では禁止されているはずのデポジッ

ト金を払わされました。最後にデポジットを後で振り込むと言われて 1 か月経過した今ま

だ振り込まれていません。無知だった自分が悪い部分もあるのですが、大家が今回の留学で

一番の問題は大家でした。学生寮については、学生寮を申し込んだものの、すでに予約でい

っぱいと断られシェアハウスにしましたが、同じく交換留学生であったある日本人学生は、

断られた後問い合わせを何回もしたら受け入れてくれたようです。 大学の授業ではフラン

ス語はもちろん、英語での資料もあったため英語の勉強もしておくと良いと思います。モン

トリオールは予想以上にフランス語が話せない English speaker が多く、日常生活では英語

で全く問題ありません。日本人は思っていたよりも少なく、今回の留学で出会った日本人は

たった 3 人でした。日本人が多くいる環境が良いという人には向いていないですが、日本

人が少ない環境で様々な国籍の人と出会いたいという人、英語とフランス語どちらも学び

たいという人にとってはこの上ない環境だと思います。 

 

 


